
( 1 ) カトリック　広　島　教　区　報 2009 年 11 月 15 日  78 号

№ 78 

カトリック
広島司教区

発行責任者
広報担当

服部大介神父

広島市中区幟町 4-42
広島司教館内

TEL (082)221-6017

カトリック

　

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
に
よ
っ
て
、「
ア
ル
ス
の
司
祭
」聖
ヨ
ハ
ネ
・
マ
リ
ア
・
ビ
ア
ン
ネ（
一
七
八
六
ー

一
八
五
九
年
）
の
没
後
百
五
十
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
〇
九
年
六
月
十
九
日
か
ら
二
〇
一
〇
年
六
月
十
九
日

ま
で
を
、
特
別
年
の
「
司
祭
年
」
と
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
ち
な
み
、
十
月
二
十
六
日
～
二
十
九
日
岡
山
県
蒜ひ

る

山ぜ
ん

に
て
行
わ
れ
た
司
祭
研
修
会
で
は
、「
過
去

を
振
り
返
り
、
未
来
に
責
任
を
持
つ
司
祭
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

司祭年にあたり

  「過去を振り返り、

           未来に責任を持つ司祭」

蒜山司祭研修会

　

昨
年
の
蒜
山
研
修
会
は
、
初

め
て
司
祭
以
外
の
各
地
区
の
代

表
信
徒
の
方
々
と
も
一
緒
に
行

い
、
そ
れ
な
り
に
い
い
評
価
を

得
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
発
表

さ
れ
た
「
司
祭
年
」
の
司
祭
宛

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
司
祭

に
よ
っ
て
、
司
祭
と
と
も
に
、

司
祭
の
た
め
に
祈
る
非
常
に
特

別
な
年
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
今
年

は
司
祭
だ
け
が
集
い
、
司
祭
団

と
司
祭
一
人
ひ
と
り
の
霊
性
を

新
た
に
す
る
よ
う
準
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
初
の
二
日
は
教
区
司
祭
だ

け
の
集
い
で
し
た
が
、
教
区
昇

格
の
五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
そ
の
中
で
司
祭
と
し
て
の

歩
み
な
ど
を
、
先
輩
の
五
人
の

司
祭
か
ら
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。叙
階
の
古
い
順
の
早
副
、

　

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
「
イ
エ

ス
の
み
心
」を
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

毎
年
、
イ
エ
ス
の
み
心
の
祭
日
に
、

「
世
界
司
祭
の
聖
化
の
た
め
の
祈
願

日
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
ま

す
。
そ
こ
か
ら
、
司
祭
職
が
招
か
れ

て
い
る
特
別
な
聖
性
と
い
う
、
司
祭

年
の
テ
ー
マ
が
示
さ
れ
ま
す
。
輝
く

み
心
は
、「
司
祭
職
と
は
イ
エ
ス
の

み
心
の
愛
で
す
」
と
い
う
、
ア
ル
ス

の
主
任
司
祭
ビ
ア
ン
ネ
の
こ
と
ば
を

表
し
ま
す
。

　

イ
エ
ス
が
ま
と
っ
て
い
る
ス
ト
ラ

は
、
イ
エ
ス
が
唯
一
・
永
遠
の
大
祭

司
で
あ
る
こ
と
、
す
べ
て
の
司
祭
は

歴
史
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
い
て
途

切
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
唯
一
の
祭
司

職
を
受
け
継
ぐ
者
で
あ
る
こ
と
を
表

し
ま
す
。
イ
エ
ス
の
広
げ
る
手
は
、

司
祭
の
み
が
行
う
祈
り
の
姿
勢
と
黙

想
を
表
し
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
両
手

と
脇
腹
の
傷
跡
は
、
唯
一
の
あ
が
な

い
の
い
け
に
え
と
、
司
祭
職
の
特
徴

で
あ
る
聖
化
と
完
全
な
自
己
奉
献
を

表
し
ま
す
。
人
々
を
迎
え
入
れ
る
姿

は
、「
疲
れ
た
者
、
重
荷
を
負
う
者

は
、
だ
れ
で
も
わ
た
し
の
も
と
に
来

な
さ
い
。
休
ま
せ
て
あ
げ
よ
う
」
と

い
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
す
べ
て
の
司
祭
を
招
く
慰
め
の
こ

と
ば
で
す
。
そ
れ
は
、
司
祭
が
、
乾

い
た
石
だ
ら
け
の
地
で
、
日
々
、
愛

の
わ
ざ
を
行
う
こ
と
で
疲
れ
果
て
て

も
、
隣
人
や
遠
く
離
れ
た
人
に
同
じ

態
度
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

「
司
祭
年
」
の
テ
ー
マ
は

　「
キ
リ
ス
ト
の
忠
実
、
司
祭
の
忠
実
」
で
す
。

「司祭年」のシンボルマーク

野
間
、
深
堀
、
長
谷
川
、
豊
田

の
各
神
父
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
、
活
動
な
ど
を
通
し
て
証
し

を
し
て
い
た
だ
き
、
後
輩
た
ち

　
　
　
　
　
　

（
二
面
へ
続
く
）
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へ
の
「
遺
言
」
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
夜
か
ら
教
区
で
働

く
司
祭
の
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
い
具
体
的
に
目
に
見
え

る
形
で
各
小
教
区
の
写
真
、
そ

し
て
そ
こ
で
働
く
司
祭
の
顔
の

写
真
を
示
し
、
現
在
の
様
子
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
な
か
な
か

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
他
の

地
区
の
教
会
や
司
祭
の
様
子
を

実
際
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

次
の
日
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
、

司
祭
叙
階
や
銀
祝
な
ど
の
と
き

に
作
っ
た
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

見
せ
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
新
司
祭
の
頃
を
語
り
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
し
て
き
た

「
司
祭
職
」
に
つ
い
て
聞
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
司

祭
職
に
対
す
る
思
い
が
選
ん
だ

聖
書
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
現
在

も
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
を
参
加
し
た
全
員
の
司

祭
一
人
一
人
に
自
分
の
言
葉
で

語
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

と
て
も
印
象
に
残
る
こ
と
で
し

た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
も
あ
り
、
参
加
を
見
合
わ
せ

た
方
々
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
広
島
教
区
で
働
く
同
じ
司

祭
と
し
て
、
ま
た
新
た
な
気
づ

き
を
頂
き
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
対
す
る
責
任
を
も
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。　
　

（
服
部
大
介
神
父
）

　

教
区
の
動
き

【
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
会
議

と
各
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
開

催
】

　

去
る
十
月
三
十
一
日
、
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
会
議
が
広
島

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
本
会
議
は
十
四
名
（
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
）
で
構
成

さ
れ
、
発
足
以
来
二
十
五
回
の

定
例
会
議
を
重
ね
て
い
る
。
ま

た
六
月
と
十
二
月
の
年
二
回
開

催
さ
れ
る
広
島
司
教
区
宣
教
司

牧
評
議
会
（
以
下
、
教
区
宣
司

評
）
の
執
行
部
（
教
区
宣
司
評

の
議
題
立
案
や
準
備
の
た
め
の

補
助
機
関
）
を
平
和
の
使
徒
推

進
本
部
が
担
っ
て
お
り
、
会
議

で
は
二
〇
〇
九
年
度
第
二
回
教

区
宣
司
評
へ
の
議
題
立
案
が
中

心
と
な
っ
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　

議
題
の
核
と
し
て
は
、「
信

者
の
『
司
祭
年
』
に
お
け
る
意

識
の
改
革
」「
司
祭
と
信
徒
の

き
ょ
う
ど
う
」「
教
区
が
抱
え

る
共
通
課
題
に
対
す
る
危
機
感

の
共
有
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
。

 

ま
た
九
月
、
十
月
に
各
地
区

で
開
催
さ
れ

た
地
区
宣
教

司
牧
評
議
会

（
以
下
、
地

区
宣
司
評
）

の
報
告
と
教

区
に
対
す
る

要
望
事
項
等

の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

地
区
宣
司
評
は
、
九
月
六
日

に
山
口
・
島
根
地
区
、
十
月

十
八
日
に
広
島
地
区
と
岡
山
・

鳥
取
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
宣
司

評
で
は
、
地
区
独
自
の
議
題
の

ほ
か
、
①
司
祭
年
の
展
開
に
お

け
る
意
見
と
提
案
事
項
、
②
来

年
の
テ
ー
マ
お
よ
び
サ
ブ
テ
ー

マ
案
、
③
二
〇
〇
六
年
司
教
宣

言
後
の
教
区
、
平
和
の
使
徒
推

進
本
部
、
各
推
進
チ
ー
ム
の
評

価
と
今
後
に
向
け
た
要
望
、
④

二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
十
三
日

開
催
予
定
の
三
地
区

合
同
地
区
宣
教
司
牧

評
議
会
（
仮
称
）
へ

の
要
望
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
も
あ
っ

た
。
今
回
の
地
区
宣

司
評
で
出
さ
れ
た
意

見
等
は
、
十
二
月
の

教
区
宣
司
評
に
向
け
た
議
題
立

案
の
準
備
の
た
め
、
平
和
の
使

徒
推
進
本
部
で
集
約
中
で
あ

る
。

【
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
と
し

て
の
具
体
的
な
活
動
】

　

今
秋
、
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、

十
月
四
日（
日
）に
伯
雲
ブ
ロ
ッ

ク
の
行
事
「
研
修
会
」
に
講
師

と
し
て
本
部
員
の
祗
山
（
呉
教

会
信
徒
）
と
シ
ス
タ
ー
山
本
が

招
か
れ
、
宣
教
司
牧
活
動
の
基

本
方
針
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ

う
」「
平
和
・
き
ょ
う
ど
う
・

養
成
の
三
つ
の
柱
」に
つ
い
て
、

広
島
教
区
の
現
状
の
取
り
組
み

を
説
明
す
る
機
会
を
頂
い
た
。

　

松
江
教
会
で
開
催
さ
れ
た
伯

雲
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
、
こ
れ

ま
で
の
広
島
教
区
の
歩
み
や
、

三
つ
の
柱
が
目
指
す
も
の
、
広

島
教
区
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
用
い
て

で
き
る
だ
け
参
加
者
が
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
説

明
さ
れ
た
。
参
加
者
も
熱
心
に

質
問
や
感
想
を
述
べ
る
場
面
も

あ
っ
た
。
挙
手
し
精
一
杯
に
発

言
し
た
一
人
の
少
女
か
ら
、
と

て
も
素
直
な
感
想
を
聞
け
た
こ

と
は
、
参
加
者
に
と
り
、
こ
の

日
の
大
き
な
糧
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
思
う
。
本
研
修
会
は
、
最

後
に
シ
ス
タ
ー
山
本
の
ギ
タ
ー

に
合
わ
せ
て
歌
い
、
沈
黙
の
祈

り
を
さ
さ
げ
た
後
、
司
祭
の
派

遣
の
祝
福
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
で
こ
う
し
た

活
動
を
展
開
で
き
た
こ
と
は
、

参
加
者
同
士
の
互
い
の
分
か
ち

合
い
を
通
じ
「
き
ょ
う
ど
う
」

の
観
点
か
ら
山
陰
と
山
陽
の
地

理
的
現
状
お
よ
び
意
識
の
違
い

を
知
る
上
で
大
き
な
意
味
が
あ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
と
し

て
、
小
教
区
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
諸

団
体
か
ら
の
出
前
要
請
に
は
積

極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
質
問
や
要
望

な
ど
は
、
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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テーマは

『晴れルヤ』

　

九
月
二
十
、二
十
一
日
に「
第

十
七
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
広
島
」
が
岡
山

県
の
閑し

ず

谷た
に

学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
十
一
月
に
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
約

十
ヶ
月
間
。
毎
月
一
回
準
備
の

た
め
に
集
ま
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

全
体
会
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

各
々
の
意
見
が
飛
び
交
い
、
時

に
は
激
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
皆
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
晴

れ
ル
ヤ
～
こ
こ
ろ
を
晴
れ
や
か

に
～
」
と
二
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
決
定
し
ま
し
た
。
講
堂
学

習
で
は
論
語
を
学
び
、
テ
ン
ト

建
て
、
竹
細
工
、
夕
の
祈
り
、

分
か
ち
合
い
、ミ
サ
…
と
い
う
、

一
泊
二
日
で
は
足
り
な
い
く
ら

い
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。

　

参
加
者
は
全
国
の
青
年
、
司

教
様
や
神
父
様
、
シ
ス
タ
ー
な

ど
、
計
百
二
十
五
名
。
当
日
は

良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
無
事
テ

ン
ト
で
寝
る
こ
と
も
で
き
、
感

謝
の
二
日
間
で
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
谷　

紗
由
里
）

　

私
は
今
回
初
め
て
Ｎ
Ｗ
Ｍ
に

参
加
し
ま
し
た
。
初
め
は
知
り

合
い
も
少
な
く
て
、
一
泊
二
日

や
っ
て
い
け
る
か
不
安
で
し

た
。
で
す
が
、国
の
特
別
史
跡
、

閑し
ず

谷た
に

学
校
で
講
堂
学
習
、
現
代

社
会
の
問
題
に
つ
い
て
班
で
分

か
ち
合
い
、
夜
は
交
流
会
…
と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
こ
な

し
て
い
く
う
ち
に
、
皆
と
段
々

打
ち
解
け
て
き
て
、
こ
の
場
所

が
と
て
も
居
心
地
良
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
初
め
て

顔
を
合
わ
せ
た
か
ら
こ
そ
色
々

と
話
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｗ
Ｍ
の
醍
醐
味
は
、
全
国

か
ら
青
年
が
集
ま
る
事
だ
と
思

い
ま
す
。各
地
の
情
報
交
換
や
、

交
流
が
こ
ん
な
に
大
規
模
に
で

き
る
所
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
参
加
者
の
一
人
に
「
全
国

で
こ
ん
な
に
教
会
行
事
頑
張
っ

て
る
ん
だ
ね
！
知
ら
な
か
っ

た
。私
も
頑
張
ろ
う
！
」と
言
っ

た
子
が
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
風

に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
で
き
た

同
じ
信
仰
の
輪
を
こ
れ
か
ら
も

繋
い
で
い
き
、
さ
ら
に
新
し
く

広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
Ｎ
Ｗ
Ｍ

の
意
義
が
も
っ
と
深
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
飯
田　

知
香
）

Ｎ
Ｗ
Ｍ
の
準
備
に
携
わ
っ
て

Ｎ
Ｗ
Ｍ
に
参
加
し
て

 

一
粒
会
主
催
の
広
島
地
区
・

召
命
巡
礼
が
九
月
二
十
一
日

（
敬
老
の
日
）
に
行
わ
れ
た
。

午
前
七
時
に
広
島
市
内
の
翠
町

教
会
か
ら
始
ま
り
、幟
町
教
会
、

観
音
町
教
会
、
三
篠
教
会
、
祇

園
教
会
の
順
に
徒
歩
で
巡
り
、

「
若
者
の
た
め
に
」「
教
区
の

人
の
た
め
に
」「
修
道
女
の
た

め
に
」「
教
区
司
祭
の
た
め
に
」

「
修
道
者
の
た
め
に
」
と
い
う

各
教
会
に
用
意
さ
れ
た
意
向
に

沿
っ
て
、
召
命
の
祈
り
、
ロ
ザ

リ
オ
の
祈
り
を
参
加
者
が
捧
げ

た
。
ま
た
、
観
音
町
教
会
で
は

援
助
マ
リ
ア
修
道
会
の
日
浦
修

道
女
の
講
話
、
三
篠
教
会
で
は

教
区
司
祭
の
後
藤
神
父
の
講

話
、
祇
園
教
会
で
は
イ
エ
ズ
ス

会
の
松
井
神
父
と
ボ
ニ
ー
神
学

生
の
講
話
と
召
命
祈
願
ミ
サ
も

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
翠
町
で

十
三
人
、
幟
町
三
十
八
人
、
観

音
町
五
十
九
人
、
三
篠
六
十
四

人
、
祇
園
九
十
三
人
の
延
べ

二
百
六
十
七
人
で
あ
っ
た
。
お

茶
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
巡
礼
を
支

援
す
る
人
た
ち
も
多
く
あ
っ

た
。

 

一
粒
会
は
、
神
学
生
の
養
成

支
援
や
外
国
人
司
祭
や
神
学
生

の
日
本
語
学
習
支
援
、
終
身
助

祭
の
養
成
支
援
、
海
外
小
神
学

校
へ
の
援
助
な
ど
を
行
う
広
島

教
区
の
司
祭
養
成
後
援
会
だ
。

近
年
、
司
祭
・
修
道
者
の
召
し

出
し
が
少
な
く
、
教
区
の
宣
教

司
牧
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。「
あ
な
た
達
は
召
さ
れ
た

お
召
し
に
適
う
よ
う
に
生
き
、

す
べ
て
の
謙
遜
と
柔
和
と
寛
容

を
も
っ
て
愛
に
よ
っ
て
忍
び
合

い
、
平
和
の
結
び
に
よ
っ
て
霊

の
一
致
を
守
る
よ
う
に
努
め

よ
、
体
は
一
つ
、
霊
は
一
つ
で

あ
る
。」（
エ
フ
ェ
ソ
四:

一
～

四
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
巡
礼

を
召
命
の
た
め
の
「
信
心
行
」

と
し
て
捉
え
、
信
徒
の
召
命
に

つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
「
招

き
」と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

（
幟
町
教
会　

青
葉　

憲
明
）

一
粒
会

召
命
巡
礼
２
０
０
９

イエズス会 ボニー神学生

Net Work Meeting
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平
和
行
事

　
　
和
解
を
も
た
ら
す
「
新
し
い
人
」
に

　

今
年
も
八
月
五
・
六
・
九
日
に
、
広
島
教
区
平
和
行
事
が
聖
公
会
と
の

合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
五
日
の
原
爆
供
養
塔
前
の
祈
り
・
平
和
行
進
・
平

和
祈
願
ミ
サ
）
も
含
め
て
、世
界
平
和
記
念
聖
堂
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

　

五
日
の
平
和
祈
願
ミ
サ
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
千
人
近
い
参
加
者
が

集
い
、
バ
チ
カ
ン
か
ら
京
都
で
の
「
世
界
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
参
加

の
た
め
に
来
日
さ
れ
た
教
皇
庁
諸
宗
教
対
話
評
議
会
議
長
ト
ー
ラ
ン

枢
機
卿
と
次
長
の
ビ
サ
ヌ
神

父
、
ま
た
駐
日
教
皇
大
使
ボ
ッ

タ
ー
リ
・
デ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ

大
司
教
と
共
に
主
の
食
卓
を

囲
ん
だ
。
ま
た
教
区
内
の
岡

山
・
鳥
取
地
区
、
山
口
・
島

根
地
区
か
ら
も
グ
ル
ー
プ
で

の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
は

平
和
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

た
。
以
下
は
、
い
く
つ
か
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
報
告
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
今
年
は
、「
広
島
を
考
え
る

こ
と
は
核
戦
争
を
拒
否
す
る
こ

と
で
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

平
和
行
事
参
加
の
た
め
に
米
国

か
ら
来
ら
れ
た
ク
ッ
シ
ン
グ
神

父
、
ヘ
ッ
ド
リ
ー
神
父
、
お
よ

び
松
浦
補
佐
司
教
、
肥
塚
神
父

を
迎
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
た
。

◆
ク
ッ
シ
ン
グ
神
父（
米
、パ
ッ

ク
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
）
は
、
四

年
前
ア
メ
リ
カ
か
ら
原
爆
投
下

へ
の
謝
罪
の
手
紙
を
持
っ
て
巡

礼
団
と
共
に
来
広
。「
真
実
を

認
め
る
行
為
を
日
本
人
と
一
緒

に
し
た
か
っ
た
」と
語
る
。「
平

和
を
作
る
た
め
に
何
が
妥
当
な

手
段
な
の
か
？
た
と
え
戦
争
を

止
め
る
た
め
で
あ
っ
て
も
、
民

間
人
に
あ
れ
ほ
ど
の
爆
弾
を
落

と
す
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
得
な

い
。
私
た
ち
の
考
え
方
が
平
和

作
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る

よ
う
な
転
換
、
回
心
が
必
要
。

お
互
い
の
話
を
よ
く
聞
い
て
理

解
す
る
対
話
の
心
、
預
言
的
・

司
牧
的
意
識
を
」
と
話
し
た
。

◆
ヘ
ッ
ド
リ
ー
神
父
（
米
、
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
大
平
和
学
）
は
、

国
境
を
越
え
て
ど
の
よ
う
に
平

和
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
？
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

①
自
分
で
国
境
を
越
え
て
人
に

出
会
う
②
日
本
に
来
た
人
に
、

今
な
お
続
く
、
過
去
の
軍
事
的

国
家
主
義
が
も
た
ら
す
影
響
に

つ
い
て
伝
え
る
。
原
爆
の
こ
と

を
伝
え
る
だ
け
に
終
わ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
今
生
き
て
苦
し
ん

で
い
る
現
実
を
見
て
も
ら
う
③

権
力
、
責
任
を
持
っ
て
い
る
人

に
真
実
を
話
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
続
け
る
と
い
っ
た
ポ
イ

ン
ト
を
挙
げ
て
答
え
た
。

◆
松
浦
補
佐
司
教
（
正
平
協
）

は
、「
こ
の
十
数
年
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
憲
法

が
危
う
く
な
っ
た
り
、
基
地
の

問
題
が
進
展
し
て
き
た
り
し
た

の
で
、
私
た
ち
は
米
軍
を
批
判

し
て
き
た
。
し
か
し
、
米
国
に

は
平
和
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す

る
団
体
が
あ
る
。
そ
の
人
々
と

の
交
流
を
重
ね
て
き
た
一
つ
の

実
り
と
し
て
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
う
」
と
述
べ

た
上
で
、「
今
、
九
条
を
支
え

て
い
る
も
の
が
一
つ
一
つ
崩
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
武
器
輸
出

を
禁
止
す
る
原
則
は
日
本
の
経

済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
緩
和
し
よ
う

と
か
、
宇
宙
を
軍
事
目
的
で
使

用
し
よ
う
と
か
、
非
核
三
原
則

の
う
ち
の「
持
ち
込
ま
せ
な
い
」

原
則
を
緩
和
し
よ
う
と
い
う
よ

う
な
動
き
な
ど
。九
条
を
守
り
、

ど
の
国
か
に
か
か
わ
ら
ず
平
和

を
願
う
人
と
手
を
携
え
て
す
べ

て
の
人
の
平
和
を
願
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

◆
肥
塚
神
父
（
広
島
）
は
、「
オ

バ
マ
大
統
領
の
演
説
は
核
兵
器

廃
絶
へ
の
長
い
道
の
り
へ
の
一

歩
。
今
は
核
兵
器
廃
絶
に
向
え

る
か
ど
う
か
の
重
要
な
時
で
あ

り
、
広
島
・
長
崎
に
使
命
が
あ

る
」
と
い
う
。「
一
九
四
五
年

八
月
六
日
、
人
類
史
に
お
い
て

新
し
い
一
日
が
始
ま
っ
た
。
人

類
の
自
滅
の
可
能
性
が
は
っ
き

り
と
可
視
化
さ
れ
た
。
そ
の

証
人
で
あ
る
原
爆
ド
ー
ム
は

一
九
九
六
年
に
世
界
遺
産
と
さ

れ
た
が
、
そ
れ
は
核
兵
器
廃
絶

と
恒
久
平
和
の
歴
史
的
証
人
の

た
め
。
平
和
市
長
会
議
に
よ
っ

て
発
表
さ
れ
た
、
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
は
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
核
兵
器
を
な
く
す
道

の
り
を
記
し
て
い
る
。
過
ち
は

繰
り
返
し
ま
せ
ん
か
ら
、
と
い

う
私
た
ち
一
人
一
人
の
、
被
爆

者
の
方
々
へ
の
誓
い
を
改
め
て

思
い
起
こ
し
た
い
」と
語
っ
た
。

●
被
爆
者
証
言

　

市
内
に
住
む
岡
本
チ
エ
子

さ
ん(

八
五)

の
被
爆
証
言

は
、「
歳
と
共
に
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
て
き
た
が
、
あ
の
日
の

こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

本
当
は
全
部
忘
れ
て
し
ま
い
た

い
の
で
す
」
の
言
葉
に
始
ま
っ

た
。

　

体
験
の
ほ
ん
の
一
部
、
建
物

疎
開
に
出
か
け
た
姑
さ
ん
を
捜

シンポジウム

トーラン枢機卿と
ボッターリ・デ・カステッロ大司教
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広
島
宗
教
者
九
条
の
和
と
岡

山
宗
教
者
九
条
の
会
の
共
催
に

よ
り
宗
教
者
九
条
の
和
全
国
集

会
が
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で
開

催
さ
れ
た
。「
軍
都
」「
被
爆

都
市
」「
平
和
都
市
」
の
地
広

島
。
こ
の
意
味
を
深
く
噛
み
し

め
た
。
ア
ジ
ア
侵
略
の
前
線
基

地
で
あ
っ
た
過
去
の
罪
科
を
振

り
返
り
人
類
初
の
被
爆
の
惨
劇

を
直
視
し
、
全
受
難
者
の
怨
恨

に
深
く
想
い
を
馳
せ
、
将
来
の

い
の
ち
の
た
め
平
和
を
切
願
し

祈
っ
た
。
平
和
巡
礼
は
、「
過

ち
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
」
思
い

で
聖
堂
か
ら
広
島
城
の
旧
陸
軍

大
本
営
跡
へ
と
た
ど
っ
た
。
集

会
で
気
づ
か
さ
れ
た
、
い
ま
宗

教
者
に
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る

点
を
紹
介
し
た
い
。

　

憎
し
み
に
対
す
る
憎
し
み
の

暴
力
連
鎖
か
ら
救
わ
れ
る
の

は
、
非
暴
力
に
よ
る
対
話
と
和

解
と
い
う
極
め
て
宗
教
的
な
価

値
観
。
憲
法
九
条
に
は
そ
の
精

神
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
現
在

は
、「
戦
後
」の
時
代
で
は
な
く
、

第
三
次
大
戦
の
「
戦
前
」。
人

類
に
は
、
環
境
問
題
や
富
の
著

し
い
不
平
等
で
自
爆
テ
ロ
が
日

常
と
い
う
怒
り
と
憎
悪
と
が
充

満
。
テ
ロ
リ
ス
ト
が
核
を
手
に

す
る
の
は
時
間
の
問
題
。
核
拡

散
防
止
を
具
体
的
に
進
め
な
い

と
核
戦
争
は
現
実
と
な
る
。
平

和
的
に
解
決
で
き
る
と
す
れ
ば

お
そ
ら
く
宗
教
者
の
力
に
よ
る

だ
ろ
う
。
来
年
五
月
、
五
年
に

一
度
の
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
が
持
た
れ

る
が
、
こ
の
会
議
で
人
類
の
命

運
は
決
め
ら
れ
る
。
宗
教
者
で

あ
る
方
々
は
、
創
造
主
が
い
る

な
ら
そ
の
方
は
い
ま
何
を
求
め

て
い
る
か
を
真
剣
に
考
え
て
ほ

し
い
。
政
治
戦
略
で
動
く
世
界

で
、核
廃
絶
・
平
和
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
れ
る
の
は
被
爆
国

日
本
、
そ
し
て
宗
教
者
な
の
だ

か
ら
。

（
岡
山
教
会　

鈴
木
）

宗
教
者
九
条
の
和

　

第
五
回
全
国
集
会

　
　
　
　

中
四
国
で
初

左から、宗藤牧師、リーパーさん、

岡本さん、後藤神父

し
に
向
っ
た
中
心
部
の
様
子
が

語
ら
れ
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た

惨
状
は
聞
い
て
い
る
者
の
耳
を

塞
ぎ
た
く
な
る
様
な
有
様
に

加
え
、
当
時
若
者
だ
け
で
な

く
、
五
十
歳
を
過
ぎ
た
父
親
ま

で
も
召
集
さ
れ
、
二
十
二
歳
の

嫁
が
人
捜
し
を
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
事
実
で
し
た
。
兵
隊
の

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、
焼
け
焦
げ

た
死
体
の
浮
か
ぶ
川
の
上
の
線

路
を
渡
る
。
現
場
に
転
が
る
多

く
の
死
体
、
連
日
探
し
に
行
き

な
が
ら
姑
さ
ん
を
見
付
け
だ
せ

な
か
っ
た
岡
本
さ
ん
の
無
念
さ

が
、
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

岡
本
さ
ん
は
「
戦
争
は
人
間

の
し
わ
ざ
で
す
」
と
い
う
、
前

教
皇
様
の
言
葉
を
引
用
し
て
、

戦
争
や
核
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界

の
隅
々
の
人
達
ま
で
も
知
っ
て

ほ
し
い
と
結
ば
れ
た
。

　

他
教
区
か
ら
の
若
者
達
の
参

加
も
多
く
、
た
ん
た
ん
と
手
元

の
メ
モ
を
読
み
上
げ
、
途
中
で

挟
ま
れ
る
「
怖
い
で
す
よ
」
の

言
葉
に
岡
本
さ
ん
の
当
時
の
辛

さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
と
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

●
折
鶴
を
通
し
て
平
和
を

　

今
年
の
新
企
画
と
し
て
準
備

し
た
の
が
、「
折
鶴
を
通
し
て

平
和
を
考
え
よ
う
」。
正
方
形

で
は
な
い
紙
か
ら
で
も
、
も
っ

と
言
え
ば
ど
ん
な
形
の
紙
か
ら

で
も
、
鶴
を
折
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
そ
れ
を
み
ん
な
で

折
っ
て
み
よ
う
。
そ
し
て
そ
こ

か
ら
平
和
を
考
え
て
み
よ
う
、

と
い
う
趣
旨
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
約
三
十
人
の
方
が
参
加
さ

れ
た
。

　

最
初
に
「
お
り
づ
る
の
旅
、

さ
だ
こ
の
祈
り
を
の
せ
て
」
と

い
う
佐
々
木
貞
子
さ
ん
に
つ
い

て
の
絵
本
を
一
緒
に
読
ん
で
か

ら
、
先
に
正
方
形
の
鶴
の
復
習

を
し
て
、
ひ
し
形
鶴
に
挑
戦
。

　

大
人
は
子
ど
も
に
か
え
り
、

子
ど
も
は
大
人
顔
負
け
の
力
を

発
揮
し
、
翼
の
長
い
鶴
、
首
の

長
い
鶴
、
あ
る
い
は
丸
っ
こ
い

鶴
等
い
ろ
い
ろ
な
表
情
の
鶴
が

次
々
に
誕
生
。
覚
え
た
て
の
折

り
方
を
、
後
か
ら
来
ら
れ
た
方

に
教
え
た
り
、
丸
形
や
三
角
に

挑
戦
し
た
り
と
、
参
加
者
は
皆

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
紙
か
ら
鶴

を
折
る
こ
と
の
意
味
を
一
緒
に

考
え
る
と
こ
ろ
ま
で
行
き
つ
か

な
か
っ
た
が
、
見
慣
れ
ぬ
形
の

鶴
が
、あ
の
夏
の
暑
さ
と
共
に
、

日
々
の
生
活
の
中
に
平
和
へ
の

熱
い
思
い
を
刻
み
つ
け
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

●
平
和
行
事
供
養
塔
前
の
祈
り

　

今
年
も
又
、
世
界
平
和
を
願

う
多
く
の
人
々
が
原
爆
供
養
塔

前
に
集
い
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
全
世
界
に
核
廃
絶
を
訴
え

る
今
日
、
若
い
人
達
の
参
加
が

一
段
と
多
く
な
り
、
私
た
ち
共

同
体
の
祈
り
が
愛
と
平
和
を
作

り
出
す
為
の
具
体
的
な
行
動
に

つ
な
が
っ
て
行
く
事
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

岡本チエ子さんを囲んで
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●
「
国
民
」
っ
て
な
ん
で
し
ょ

う
か
？
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い

る
人
が
国
民
だ
と
普
通
は
思
い

ま
す
し
、
間
違
っ
て
も
い
ま
せ

ん
ね
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
な

い
人
も
「
国
民
」
と
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
●
政
権
交
代

に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化

が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
夫
婦
別
姓
」
の
選
択
に
道
が

開
け
そ
う
な
の
も
一
つ
で
す

し
、
「
外
国
人
参
政
権
」
も
実

現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
国
会
で
論
じ
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
の
法
案
は
、
永

住
資
格
の
あ
る
外
国
人
に
地
方

参
政
権
を
認
め
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
●
最
高
裁
は
、

九
五
年
に
次
の
よ
う
に
判
決
を

出
し
て
い
ま
す
。
「 

我
が
国
に

在
留
す
る
外
国
人
の
う
ち
で
も

永
住
者
等
で
あ
っ
て
そ
の
居
住

す
る
区
域
の
地
方
公
共
団
体
と

特
段
に
密
接
な
関
連
を
持
つ
に

至
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
、
法
律
を
も
っ
て
、
選

挙
権
を
付
与
す
る
措
置
を
講
ず

る
こ
と
は
、
憲
法
上
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
」
●

地
方
行
政
と
い
う
地
域
住
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
、

永
く
定
住
し
て
い
る
外
国
人
が

注
文
を
言
う
こ
と
は
違
憲
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
●
こ

れ
ま
で
〈
選
挙
権
〉
は
国
民
固

有
の
権
利
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
人
権
の
発
展
に
よ
っ

て
、
国
籍
保
有
者=

国
民
で
は

な
く 

、
国
籍
保
有
者+

定
住

者=

国
民
と
い
う
ふ
う
に 

「
国

民
」
の
概
念
が
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
現
実
に
統
治
さ
れ

る
地
域
住
民
で
あ
る
外
国
人
が

政
策
決
定
に
参
加
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
お
か
し
い
こ
と
で
は

な
い
と
、
国
籍
の
垣
根
を
取
り

払
い
、
よ
う
や
く
立
法
さ
れ
る

直
前
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
わ
け
で

す
。
●
人
間
の
歴
史
は
、
人
権

を
獲
得
す
る
た
め
の
多
く
の
時

間
と
差
別
と
の
闘
い
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
歴
史
の
中
で
、
ユ
ダ
ヤ
社

会
が
異
邦
人
を
排
除
し
て
い
た

時
代
に
、
積
極
的
に
異
邦
人
と

交
わ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
。
聖
書
の

言
葉
は
、
人
権
と
は
何
か
も
教

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。　
　

　

（
細
江
教
会
・
廣
崎
リ
ュ
ウ
）

海
峡
か
ら
の
風
16

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
区
便
り

山
口
・
島
根
地
区

《
地
区
典
礼
研
修
》

　

九
月
五
日
と
六
日
に
山
口
天

使
幼
稚
園
ホ
ー
ル
に
て
、
ミ
サ

に
つ
い
て
の
地
区
典
礼
研
修
会

が
行
わ
れ
た
。
五
日
は
、
主
に

教
会
学
校
に
関
わ
っ
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
や
高
校
生
対
象
、
六

日
は
、
聖
体
奉
仕
者
や
集
会
司

式
者
、
典
礼
担
当
者
、
典
礼
に

関
心
の
あ
る
信
者
対
象
に
、
両

日
合
わ
せ
て
約
二
百
名
参
加
し

た
。

　

初
め
て
の
こ
と
で
、
夏
の
暑

さ
の
中
、
講
師
も
ス
タ
ッ
フ
も

参
加
者
も
手
探
り
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
が
、
来
年
以
降
も

継
続
さ
せ
、
内
容
を
深
め
る
。

養
成
小
委
員
会
は
現
在
研
修
内

容
を
Ｑ
＆
Ａ
の
形
に
ま
と
め
て

い
る
。
研
修
の
模
様
を
ビ
デ
オ

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記
録
し
て
い
る
の

で
、小
教
区
に
貸
し
出
し
ま
す
。

《
祈
り
の
体
験
研
修
》

　

九
月
十
二
日
と
十
月
二
十
四

日
に
祈
り
の
体
験
研
修
会
が
行

わ
れ
た
。
前
期
六
回
コ
ー
ス
も

あ
と
二
回
。
十
月
十
四
日
の
信

者
養
成
小
委
員
会
で
、
後
期

（
二
〇
一
〇
年
度
）
六
回
コ
ー

ス
日
程
予
定
が
担
当
者
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
十
二
月
末
に
は
、

他
の
養
成
計
画
も
含
め
、
地
区

内
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
。

《
信
者
養
成
研
修
会
》

　

十
一
月
十
四
日
～
十
五
日
ま

で
、
宗
像
の
黙
想
の
家
で
、
第

三
回
目
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
キ
リ
ス
ト
者
の

生
」。（
百
瀬
神
父
）

《
養
成
出
前
》

　

「
セ
ブ
ン
ス
テ
ッ
プ
の
祈
り
」

を
と
お
し
て
、
み
こ
と
ば
を
生

活
の
中
で
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。
希
望
小
教
区

は
、
地
区
養
成
小
委
員
会
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

《
地
区
大
会
》

　

十
一
月
二
十
三
日
に
、
山
口

県
教
育
会
館
で
「
き
ょ
う
ど
う
」

を
テ
ー
マ
に
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
る
。

《
日
韓
合
同
キ
ャ
ン
プ
》

　

来
夏
の
日
韓
合
同
キ
ャ
ン

（
日
本
側
引
き
受
け
）
に
向
け
、

十
月
に
釜
山
教
区
南
川
聖
堂
の

担
当
者
を
迎
え
、
キ
ャ
ン
プ
候

補
地
の
見
学
や
内
容
に
つ
い
て

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

前
高
松
教
区
司
教

　
深
堀
　
敏
　
司
教
　
帰
天

　

九
月
二
十
四
日
、
イ
エ
ズ
ス
の

み
心
病
院
ホ
ス
ピ
ス
（
熊
本
県
）

に
て
前
高
松
教
区
長
ヨ
セ
フ
深
堀

敏
（
さ
と
し
）
司
教
が
腎
臓
癌
の

た
め
帰
天
し
た
。享
年
八
十
四
歳
。

　

葬
儀
は
、
高
松
教
区
桜
町
司
教

座
聖
堂
に
於
い
て
、
二
十
六
日
通

夜
式
に
続
き
二
十
七
日
か
ら
教
皇

大
使
、
各
教
区
司
教
を
は
じ
め
司

祭
、
信
徒
ら
五
五
〇
人
余
り
が
参

列
し
、
荘
厳
な
葬
儀
ミ
サ
が
執
り

行
わ
れ
た
。

【
略
歴
】
一
九
二
四
年
長
崎
市
に

生
ま
れ
る
。
五
一
年
司
祭
叙
階
。

七
七
年
司
教
叙
階
、
高
松
教
区
司

教
に
任
命
さ
れ
る
。
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広
島
教
区
の
施
設

⑤

青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

姉

妹

教

区

イ

ン

フ

ァ

ン

タ

訪

問

岡
山
教
会
　
荻
　
喜
代
治
　
神
父

　

「
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
青

少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
幟
町
教

会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
一
階
に

あ
り
ま
す
。
職
員
二
名
で
毎
週

金
・
土
・
日
曜
日
の
十
七
時
か
ら

二
十
一
時
ま
で
セ
ン
タ
ー
を
開
い

て
い
ま
す
。
十
一
月
か
ら
は
時
間

を
変
更
し
、
十
六
時
か
ら
二
十
時

ま
で
の
開
館
と
な
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事
は
、
岡

山
・
鳥
取
地
区
、
広
島
地
区
、
山

口
・
島
根
地
区
の
三
地
区
の
青
年

た
ち
へ
の
広
島
教
区
内
や
、
全
国

の
各
教
区
の
青
年
対
象
の
行
事
の

お
知
ら
せ
、
及
び
行
事
の
企
画
、

支
援
で
す
。
ま
た
青
少
年
（
高
校

生
、
中
学
生
、
小
学
生
）
に
も
各
々

対
象
の
行
事
を
紹
介
し
、
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
時
に
は
職

員
自
身
も
行
事
に
参
加
し
、
参
加

者
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
の
行
事
と
し
て
は
、
四

月
に
“
教
区
内
の
青
年
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
”
を
目
的
と
し

た
「
広
島
教
区
青
年
大
会
」
。
そ

し
て
毎
年
八
月
五
日
、
六
日
に
あ

る
「
平
和
行
事
」
。
（
今
年
は
、
テ

ゼ
の
祈
り
を
担
当
し
ま
し
た
。
）

八
月
に
あ
る
小
学
五
年
生
か
ら
中

学
三
年
生
を
対
象
と
し
た
「
広
島

教
区
練
成
会
」
に
も
関
わ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
毎
年
十
一
月
三
日

に
福
山
で
行
わ
れ
る
「
三
末
司

教
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
、
中

学
三
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
を
対

象
と
し
、
三
月
末
に
三
泊
四
日
で

行
わ
れ
る
「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ト

リ
ッ
ク
高
校
生
大
会
」
な
ど
、
一

年
を
通
し
て
様
々
な
行
事
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
の
情
報
は
、
随

時
、
各
地
区
、
各
教
会
に
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
ん
ど

ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
情
報
は
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
青
少
年
と
し
て

何
か
是
非
や
り
た
い
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
職
員　

大
谷
・
岸
井
）

　

今
年
も
八
月
十
九
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

姉
妹
教
区
と
マ
ニ
ラ
を
若
者
た

ち
と
訪
問
し
て
来
ま
し
た
。
今

年
で
第
六
回
目
と
な
る
旅
で
す

が
、
過
去
最
高
の
十
八
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

中
学
生
二
名
、
高
校
生
二
名
、

大
学
生
四
名
、
大
人
四
名
、
神

父
五
名
と
通
訳
の
シ
ス
タ
ー

（
マ
ニ
ラ
在
住
）
一
名
、
出
身

地
も
山
口
、
広
島
、
岡
山
と
広

範
囲
か
ら
で
し
た
。

　

昼
間
は
、
全
員
で
の
行
動
、

夜
は
一
、
二
名
ず
つ
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
し
た
。
訪
問
の
内
容

は
、
だ
い
た
い
例
年
同
様
で
し

た
。
つ
ま
り
、
ナ
カ
ル
・
カ
ル

メ
ル
高
校
歓
迎
会
、
カ
ル
メ
ル

修
道
院
訪
問
ミ
サ
交
歓
会
、
台

風
後
の
復
興
住
宅
ジ
ョ
ン
ポ
ー

ル
ビ
レ
ッ
ジ
の
訪
問
、
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
ナ
カ
ル
教
会
、
リ
ア
ル
教

会
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
修
道
院
、
女
性
自

立
の
家
の
訪
問
、
カ
タ
ブ
リ
ガ

ン
ビ
ー
チ
で
の
ス
イ
ミ
ン
グ
等

で
、
例
年
と
異
な
っ
た
こ
と

は
、
教
区
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
船
を
借
り

て
、
美
し
い
ビ
ー
チ
へ
の
日
帰

り
船
旅
、
ス
イ
ミ
ン
グ
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
ゆ
っ
く
り

し
た
一
日
を
過
ご
し
た
こ
と
、

ナ
カ
ル
・
カ
ル
メ
ル
高
校
で
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
の
リ
ア

ル
教
会
（
オ
ッ
シ
ー
神
父
）
を

訪
問
し
、
神
父
四
名
は
、
リ
ア

ル
に
も
一
泊
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
、
姉
妹
教
区
の
広
が
り
を
感

じ
ま
し
た
。
例
年
よ
り
た
く
さ

ん
の
人
数
の
参
加
が
あ
り
、「
積

極
的
な
、
日
本
側
か
ら
の
元
気

な
出
し
も
の
」
も
あ
り
、
そ
れ

と
同
時
に
、
今
後
へ
の
重
要
な

課
題
も
見
え
ま
し
た
。つ
ま
り
、

「
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本

軍
が
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
で
犯
し
た

行
為
に
つ
い
て
」
ま
た
、「
今

の
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
に
於
い
て
、

行
い
続
け
ら
れ
て
い
る
先
進
国

に
よ
る
無
計
画
な
森
林
伐
採
等

に
よ
る
自
然
破
壊
、
そ
れ
に
伴

う
風
水
災
害
」
に
つ
い
て
訪
問

前
に
調
べ
、
学
ぶ
こ
と
の
重
要

さ
が
参
加
者
自
身
か
ら
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
ラ
バ
イ
ア
ン
、
テ
ィ

ロ
ー
ナ
両
司
教
様
と
と
も
に
昼

食
を
と
り
、
ま
た
、
御
ミ
サ
を

捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
収
益
に

よ
り
、
二
名
の
高
校
生
と
シ
ス

タ
ー
を
日
本
に
呼
ぶ
計
画
が
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
一
月

十
一
日
か
ら
十
七
日
の
一
週

間
、
岡
山
、
広
島
、
呉
、
尾
道

の
教
会
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
を
訪
問
し
、
秋
の
日
本
の
町

並
み
を
案
内
す
る
予
定
で
す
。

イ
ン
フ
ァ
ン
タ

（
ナ
カ
ル
・
カ
ル
メ
ル
高
校
）

　
　

よ
り
、
日
本
へ
の
訪
問

ホームページ http://hiroshima.catholic.jp/~hsjc/
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〈63〉 「
幟
町
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！
」

ミ
ラ
ノ
外
国
宣
教
会

幟
町
教
会
協
力
司
祭
及
び
司
教
秘
書

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ベ
ッ
ラ
　
神
父

青
少
年
の
活
動

広
島
教
区
練
成
会

　      
　
神
学
生
　
猪
口
大
記

三
末
司
教
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

 

司
祭
年
。「
召
命
の
祈
り
」
と

「
き
ょ
う
ど
う
（
司
祭
と
と
も

に
）」
の
二
つ
を
大
切
に
し
た

い
と
思
う
。（
よ
） 

　

毎
年
恒
例
の
教
区
練
成
会

が
、
八
月
十
日
か
ら
十
二
日
の

日
程
で
、
倉
敷
教
会
を
中
心
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
既
に
終
わ
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
パ
ウ
ロ
年
と

関
連
し
て
『
パ
ウ
ロ
に
つ
い
て
』

と
し
、
パ
ウ
ロ
の
宣
教
旅
行
や

生
涯
に
つ
い
て
皆
で
学
び
ま
し

た
。
例
年
よ
り
も
勉
強
の
時
間

が
長
く
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
パ
ウ
ロ
の
様
に
大
変
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を

通
じ
て
、
練
成
会
が
何
か
宣
教

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
中
学
生
三
十
八

人
、
司
祭
九
人
、
シ
ス
タ
ー
六

人
、
ま
た
多
数
の
高
校
生
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
、
社
会
人
の
リ
ー

ダ
ー
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
近
年
、
リ
ー
ダ
ー
不
足

の
状
況
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大

分
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
高
校
生
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

中
か
ら
、
学
生
や
社
会
人
の

リ
ー
ダ
ー
が
出
て
き
て
く
れ
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
倉
敷･

水
島･

玉
島

の
教
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
食
事

準
備
等
で
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
食
事
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、流
し
そ
う
め
ん
等
、

皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
実

現
不
可
能
で
し
た
。
毎
年
本
当

に
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
区
練
成
会
で
は
、
そ
の
あ

り
方
や
内
容
に
関
し
て
、
今
後

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
も
正
直
に
言
っ
て
多
数

あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
召
命

を
考
え
る
場
と
し
て
、
よ
り
よ

い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
企

画･

準
備
を
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
か
今
後
も
ご
協
力
と

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で

三
年
間
、
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ

イ
で
一
年
間
を
過
ご
し
て
か

ら
、
二
〇
〇
七
年
、
四
年
ぶ
り

に
日
本
、
広
島
教
区
に
戻
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
幟

町
教
会
の
協
力
司
祭
及
び
司
教

秘
書
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。　

幟
町
教
会
の
皆
さ
ん
に「
初

め
ま
し
て
」
よ
り
も
「
た
だ
い
ま
」

「
お
久
し
ぶ
り
」
と
い
う
挨
拶
を

す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
司
教
様
の
秘
書
と
し

て
、
司
教
様
と
一
緒
に
広
島
教
区

の
色
々
な
教
会
を
訪
問
す
る
度

に
、「
神
父
様
、
お
名
前
は
？
ど

こ
の
国
か
ら
で
す
か
？
ど
こ
の
会

で
す
か
？
」と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

ま
だ
私
の
事
を
知
ら
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
簡
単
に
自
己

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ベ
ッ
ラ

と
申
し
ま
す
。
北
イ
タ
リ
ア
の
ロ

ン
バ
ル
デ
ィ
ア
県
の
ヴ
ァ
レ
ー

セ
市
に
生
ま
れ
、
一
九
八
九
年

に
「
ミ
ラ
ノ
外
国
宣
教
会
」
の

司
祭
に
叙
階
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
一
九
九
〇
年
九
月
に
来
日
、

二
〇
〇
〇
年
に
幟
町
教
会
に
来
ま

し
た
。
広
島
に
来
る
前
は
、
山
梨

の
甲
府
教
会
、
佐
賀
の
武
雄
教
会

で
も
働
き
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
人
な
の
で
「
サ
ッ

カ
ー
が
好
き
で
し
ょ
う
！
」
と
尋

ね
ら
れ
、「
そ
う
で
す
よ
」。
そ
し

て
「
歌
も
上
手
で
し
ょ
う
！
」
と

尋
ね
ら
れ
「
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
恥
ず
か
し
な
が
ら
よ
く

答
え
ま
す
。
実
は
、
イ
タ
リ
ア

人
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
オ
ペ
ラ
や

色
々
な
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
知
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人

を
通
し
て
イ
タ
リ
ア
の
文
化
等

に
つ
い
て
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
不
思
議
な
事
で
す

ね
！
感
謝
し
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。
教
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

神
様
に
近
づ
き
、
マ
リ
ア
様
の

取
り
次
ぎ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト

に
向
か
っ
て
信
仰
の
歩
み
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
一
月
三
日
、
福
山
・
芦
田

川
河
川
敷
で
毎
年
恒
例
の
「
三

末
司
教
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
参
加
団
体
は
、
岡
山
・
玉

野
・
福
山
・
幟
Ａ
Ｂ
・
呉
・
広

島
地
区
青
年
・
高
松
の
八
チ
ー

ム
、
総
勢
百
三
十
名
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
白
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
呉
教
会
が
全
勝
で
優

勝
し
ま
し
た
。

優勝した呉教会チーム


